
令和 5年度長崎県公立学校教員採用選考試験 第 2次試験 (中学技術)

【課 題 】

机止にある板材を使用し、下の部品表及び製作図をもとに「本立て」を製作しなさセ比

ただし、製作の過程で必ず「聯 んヽな」を使用すること。

【蝉 】

(1) 作業時間は、9:00～ 11:50(休 憩10:20～ 10:30)と する。休憩時間には作業を
してはならなし、

(2) 作業を効率化させるために、与えられた材料の初期のこぐち、こばはそのまま不U用してよセ、

(3)組立の際は、釘と接着剤で接合する。釘と接着剤は適切な量を使用する。
(4)完 醐時にけがきの線は残さなヤ、
(5) 面取り、表面の素地磨きイ髯子わなセL

(6) 各自割り当てられた工具箱の工具を使用し、時間内にもとの状態に戻す。工具の調子が悪い場合は

申し出により交換が可能とする。

(7) 時間を有効に使い、丁寧に仕上げる。

(8) 作品には受験番号を示したシールを貼る。

(9)使用したかんなは刃の出をそのままの状態にしておく。

【課題 寡Ψ醇コ味立て」】

姫番号 部磁 寸法 l厚さX幅×長さ)

① 側  板 13× 100× 170 2

② 底  板 13×  45× 230 2

13× 100× 144 1③ 十と切り板
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